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【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 ｉ ａ (ｔ )＝ （ Ｖ Ｏ Ｎ ／ Ｒ ） (１ － ｅ － ｔ / Ｔ )　 ・ ・ ・ (３ )
　 　 ∴ ｔ ＝ ０ の と き 、 ｉ ａ ＝ ０ 、 ｔ → ∞ で 、 ｉ ａ ＝ Ｖ Ｏ Ｎ ／ Ｒ ＝ Ｉ ／ ２
　 従 っ て 、 Ｏ Ｆ Ｆ 相 ， Ｏ Ｎ 相 の 各 電 流 ｉ ｄ ， ｉ ａ の 変 化 率 は 、 そ れ ぞ れ 次 の よ う に な る 。
ｄ ｉ ｄ (ｔ )/ｄ ｔ ＝ － (１ /Ｔ )(Ｉ /２ )ｅ － ｔ / Ｔ ＋ (１ /Ｔ )(Ｖ Ｏ Ｆ Ｆ /Ｒ )ｅ

－ ｔ / Ｔ

　 　 　 　 　 　 　 ＝ － (Ｉ /２ － Ｖ Ｏ Ｆ Ｆ /Ｒ )(１ /Ｔ )ｅ
－ ｔ / Ｔ

　 　 　 　 　 　 　 ＝ － (Ｉ /２ ＋ Ｖ ｎ /Ｒ ＋ Ｅ ｄ /Ｒ )(１ /Ｔ )ｅ － ｔ / Ｔ 　 ・ ・ ・ (４ )
ｄ ｉ ａ (ｔ )/ｄ ｔ ＝ (１ /Ｔ )(Ｖ Ｏ Ｎ ／ Ｒ )ｅ － ｔ / Ｔ

　 　 　 　 　 　 　 ＝ (Ｉ /２ )(１ /Ｔ )ｅ － ｔ / Ｔ 　 ・ ・ ・ (５ )
　 上 記 (４ )式 及 び (５ )式 に お い て 、 (Ｉ /２ ＋ Ｖ ｎ /Ｒ ＋ Ｅ ｄ /Ｒ )＞ Ｉ /２ で あ る か ら 、 Ｏ Ｆ
Ｆ 相 の 電 流 変 化 率 の 方 が Ｏ Ｎ 相 の 電 流 変 化 率 よ り 大 き い 。 特 に 等 価 回 路 の 抵 抗 Ｒ が 小 さ い
場 合 、 電 源 電 圧 Ｖ ｂ (≒ ２ Ｖ ｎ )が 大 き い 場 合 、 或 い は 高 速 回 転 時 で 逆 起 電 圧 Ｅ ｄ が 大 き い
場 合 に は 、 Ｏ Ｆ Ｆ 相 の 電 流 変 化 率 は Ｏ Ｎ 相 の 電 流 変 化 率 よ り か な り 大 き く な る 。 従 っ て 、
Ｏ Ｆ Ｆ 相 の 電 流 ｉ ｄ が Ｉ ／ ２ か ら ０ ま で 下 が る 時 間 （ Δ ｔ １ ） よ り も 、 Ｏ Ｎ 相 の 電 流 ｉ ａ

が ０ か ら Ｉ ／ ２ ま で 上 が る 時 間 （ Δ ｔ ） の 方 が 長 い 。 そ の 後 、 区 間 （ ｂ ） に お い て 、 Ｏ Ｎ
相 の 電 流 ｉ a が 最 終 的 に 定 常 値 （ Ｉ ／ ２ ） に 到 達 す る が 、 そ れ ま で に 時 間 （ モ ー タ 回
路 の 時 定 数 の ２ ～ ３ 倍 ） を 要 す る 。 従 っ て 、 切 替 え ら れ る ２ つ の 相 の 電 流 の 立 ち 上 が り と
立 ち 下 が り で は 、 電 流 変 化 率 が 異 な っ て い る 。
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